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(57)【要約】
　圧力下で燃料を内燃エンジンに供給するためのシステ
ム、および、蒸気分離器アセンブリの主要なハウジング
の少なくとも一部として一体的に形成された低圧ポンプ
を有する内燃エンジン内の燃料噴射システムへの燃料送
出の制御を提供する。低圧ポンプは燃料を貯蔵器の空洞
に汲み上げ、この燃料は高圧ポンプから取り出されて内
燃エンジンに送られる。低圧ポンプの一体性のために、
漏れ経路および組立コストが減少する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料蒸気分離器であって、
　ハウジングと、
　燃料を前記蒸気分離器から送るための低圧ポンプと、
　燃料をエンジンに送るための高圧ポンプとを備え、前記低圧ポンプは、少なくとも一部
が前記ハウジングとともに単一の材料として形成される、燃料蒸気分離器。
【請求項２】
　前記低圧ポンプは、前記ハウジングの外側にある、請求項１に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項３】
　前記低圧ポンプは、前記ハウジングの内部にある、請求項１に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項４】
　エンジンが使用する液体燃料を入れるための空洞を有する貯蔵器をさらに備え、前記高
圧ポンプは、燃料を前記空洞から取り出して燃料を前記エンジンに送り込み、前記低圧お
よび高圧ポンプは、前記燃料が前記空洞内にあるときに前記燃料と熱連通するように配置
される、請求項１に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項５】
　複数のループを有するコイル状に構成された中空の管をさらに備え、前記コイルは、前
記ハウジングの内部に収まるように寸法が決められ、前記管は、それぞれの冷却剤供給・
排出部材に接続するための、前記ハウジングを通って延びる第１および第２の端部を有す
る、請求項４に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項６】
　空洞内の前記燃料が予め定められた水位を下回ると蒸気を前記蒸気分離器から逃がすた
めの分離フロート弁をさらに備える、請求項１に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項７】
　前記空洞内で予め定められた圧力に達すると開いて燃料蒸気を前記空洞から逃がす圧力
逃がし弁をさらに備える、請求項６に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項８】
　前記低圧ポンプはパルスポンプである、請求項１に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項９】
　船舶用エンジンのための燃料供給システムであって、
　液体燃料を燃料タンクから受けて、前記燃料から放出された蒸気を集めるための蒸気分
離器を備え、前記蒸気分離器は、内部および外部を有するハウジングを含み、前記燃料供
給システムはさらに、
　前記蒸気分離器の本体に受けられ、前記本体内の貯蔵器と連通する注入口と、加圧燃料
を前記エンジンに送る排出口とを有する高圧ポンプと、
　前記蒸気分離器本体の少なくとも一部として一体的に形成され、燃料を前記蒸気分離器
に送る低圧ポンプとを備える、燃料供給システム。
【請求項１０】
　前記低圧ポンプは、前記ハウジングの外側にある、請求項９に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項１１】
　前記低圧ポンプは、前記ハウジングの内部にある、請求項９に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項１２】
　エンジンが使用する液体燃料を入れるための空洞を有する貯蔵器をさらに備え、前記高
圧ポンプは、燃料を前記空洞から取り出して燃料を前記エンジンに送り込み、前記低圧お
よび高圧ポンプは、前記燃料が前記空洞内にあるときに前記燃料と熱連通するように配置
される、請求項９に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項１３】
　複数のループを有するコイル状に構成された中空の管をさらに備え、前記コイルは、前
記ハウジングの内部に収まるように寸法が決められ、前記管は、それぞれの冷却剤供給・
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排出部材に接続するための、前記ハウジングを通って延びる第１および第２の端部を有す
る、請求項１２に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項１４】
　空洞内の前記燃料が予め定められた水位を下回ると蒸気を前記蒸気分離器から逃がすた
めの分離フロート弁をさらに備える、請求項９に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項１５】
　前記空洞内で予め定められた圧力に達すると開いて燃料蒸気を前記空洞から逃がす圧力
逃がし弁をさらに備える、請求項１４に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項１６】
　前記低圧ポンプはパルスポンプである、請求項９に記載の燃料蒸気分離器。
【請求項１７】
　内燃エンジンの燃料ポンプアセンブリのための蒸気分離器であって、
　前記エンジンが使用する燃料を入れるための空洞を有する貯蔵器と、
　前記燃料を前記貯蔵器に提供するための低圧ポンプとを備え、前記低圧ポンプは、前記
蒸気分離器の本体の少なくとも一部として一体的に形成される、蒸気分離器。
【請求項１８】
　前記燃料を前記空洞から取り出して前記燃料を前記エンジンに送り込み、前記燃料が前
記空洞内にあるときに前記燃料と熱連通するように前記貯蔵器の前記空洞内に配置される
高圧ポンプをさらに備える、請求項１７に記載の蒸気分離器。
【請求項１９】
　複数のループを有するコイル状に構成された中空の管をさらに備え、前記コイルは、前
記本体の内部に収まるように寸法が決められ、前記管は、それぞれの冷却剤供給・排出部
材に接続するための、前記本体を通って延びる第１および第２の端部を有する、請求項１
８に記載の蒸気分離器。
【請求項２０】
　前記低圧ポンプは、前記貯蔵器の外側の位置および前記貯蔵器の内部の位置のうちの１
つの位置に配置される、請求項１７に記載の蒸気分離器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　優先権主張
　本願は、２０１０年１月８日に出願された米国連続番号第６１／２９３，３６３号に対
する優先権の利益を主張し、その内容は引用によって本明細書に援用される。
【０００２】
　発明の背景
　１．発明の分野
　本発明は、圧力下で燃料を内燃エンジンに供給するためのシステムに関し、より具体的
には、蒸気分離器アセンブリの主要なハウジングの少なくとも一部として一体的に形成さ
れた低圧ポンプを有する内燃エンジン内の燃料噴射システムへの燃料送出の制御に関する
。
【背景技術】
【０００３】
　２．先行技術の説明
　燃料供給システム、特に船内および船尾駆動タイプのエンジンを有する船舶用エンジン
では、すべての動作条件下で途切れることのない燃料流を供給することがしばしば困難で
ある。動作環境は頻繁に非常に高温になり、注意深く制御しなければ燃料が蒸発してしま
う。そして、燃料送出は、突然の急加速または急減速によって中断される安定したＲＰＭ
での長期間の運転を特徴とする船舶用エンジン運転サイクルと適合させなければならない
。これらのサイクルおよび条件全体を通して、途切れることなく燃料をエンジンに送るこ
とが期待されている。
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【０００４】
　さらに、船舶での用途は、しばしば、厳しい振動および衝撃にさらされる。燃料送出シ
ステムは、激しい動作条件下でさえ燃料漏れを防ぐように十分に設計され、強化されなけ
ればならない。船舶での燃料漏れは極端な場合には火災に繋がる可能性があり、船舶の位
置または天候条件に拘らずすぐに人々を避難させることが必要になり得る。
【０００５】
　このように、これらの動作条件下で、これらの安全上の問題を考慮に入れて、船舶用エ
ンジンの燃料需要を満たすことは困難であり得る。燃料を船舶用エンジンに提供するため
の先行技術は、出願人自身の米国特許第６，２５７，２０８号に示されており、その内容
は引用によって本明細書に援用される。この技術によれば、高圧燃料ポンプが十分な量の
連続的な燃料供給をエンジン噴射システムに送って、いわゆる「全開」でエンジン需要を
満たす。エンジン燃料需要が「全開」未満であるときには、戻りラインを利用して不要な
燃料をエンジン噴射システムから蒸気分離器に戻す。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この技術の１つの不利な点は、燃料供給システムの予測可能なサービス間隔の間の燃料
漏れの可能性を回避するために、非常に高品質で耐久性のある部品で戻りラインおよび関
連の備品を設計および作製しなければならないことにある。これにより、特に動作条件が
厳しく、サービス間隔が製造業者の勧めを超えて延びる場合に、燃料供給システムのコス
トおよび漏れのリスクが両方とも増大することになる。
【０００７】
　出願人が所有する別の先行技術は、米国特許第７，１６８，４１４号であり、その内容
は引用によって本明細書に援用される。このシステムは、上述のようにエンジン噴射シス
テム内での未使用の燃料の再循環をなくす。これにより、ひいては、戻りラインの追加的
な設計および作製コストもなくなり、燃料漏れのリスクも減少する。図１に示されるよう
に、このシステムは、余分な燃料がエンジン噴射システムに到達する前に余分な燃料を蒸
気分離器に戻すための、燃料送出ライン３４と蒸気分離器２０との間に延びるバイパスラ
イン４０を特徴とする。この態様で、エンジン噴射システムの需要を超える燃料が直接蒸
気分離器に戻され、このようにして、エンジン噴射システム内で不要な燃料を再循環させ
る必要性がなくなる。
【０００８】
　上述の不利な点に加えて、このシステムは、低圧揚力ポンプ１８が蒸気分離器４０の外
側に位置しているという点がある。これにより、追加の取付けハードウェアおよび燃料ホ
ースの経路付けが必要になり、コストおよび燃料の漏れポイントが増大することになる。
【０００９】
　別の先行技術のシステムは米国特許第６，３９０，８７１号であり、これは、船外モー
タのドライブシャフトハウジングに取付けられた燃料貯蔵器を開示している。図２に示さ
れるように、第１の燃料ポンプ２０は、燃料を燃料タンクから取り出して燃料を貯蔵器１
０の空洞１２に送り込む揚力ポンプである。第２の燃料ポンプ３０は、燃料を空洞から取
り出してより高い圧力下で燃料をエンジンの燃料レールに送り込む高圧ポンプである。第
１のポンプも第２のポンプも、燃料貯蔵器に蓄えられたある量の燃料内に配置される。上
述の先行技術よりも漏れポイントは少ないが、このシステムは依然として漏れポイントな
らびに組立および取付けに関連するコストに悩まされる。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　発明の概要
　本発明は、漏れポイントおよび組立に関連するコストの増大をなくすことによって先行
技術の不利な点を解消する。それどころか、パルスポンプなどの低圧揚力ポンプが少なく
とも部分的に蒸気分離器と一体的に形成される。たとえば、ポンプは、蒸気分離器の内部
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に位置していてもよく、外側に位置していてもよく、または一部が内部に、一部が外側に
位置していてもよい。これにより、ひいては、先行技術の追加的な設計および作製コスト
がなくなり、燃料漏れのリスクが減少する。
【００１１】
　本発明の一実施例では、燃料蒸気分離器であって、ハウジングと、燃料を蒸気分離器か
ら送る低圧ポンプと、燃料をエンジンに送る高圧ポンプとを含み、低圧ポンプは、少なく
とも一部がハウジングとともに単一の材料として形成される、燃料蒸気分離器を提供する
。一局面では、低圧ポンプは、ハウジングの内部またはハウジングの外側にあってもよい
。ハウジング内の貯蔵器は、エンジンが使用する液体燃料を入れるための空洞を有し、高
圧ポンプは、燃料を空洞から取り出して燃料をエンジンに送り込み、低圧および高圧ポン
プは、燃料が空洞内にあるときに燃料と熱連通するように配置される。中空の管は、複数
のループを有するコイル状に構成され、コイルは、ハウジングの内部に収まるように寸法
が決められ、管は、それぞれの冷却剤供給・排出部材に接続するための、ハウジングを通
って延びる第１および第２の端部を有する。分離フロート弁は、空洞内の燃料が予め定め
られた水位を下回ると蒸気を蒸気分離器から逃がす。圧力逃がし弁は、空洞内で予め定め
られた圧力に達すると開いて燃料蒸気を空洞から逃がす。
【００１２】
　本発明の別の実施例では、船舶用エンジンのための燃料供給システムであって、液体燃
料を燃料タンクから受けて、燃料から放出された蒸気を集める蒸気分離器を含み、蒸気分
離器は、内部および外部を有するハウジングを含み、燃料供給システムはさらに、蒸気分
離器の本体に受けられ、本体内の貯蔵器と連通する注入口と、加圧燃料をエンジンに送る
排出口とを有する高圧ポンプと、蒸気分離器本体の少なくとも一部として一体的に形成さ
れ、燃料を蒸気分離器に送る低圧ポンプとを含む、燃料供給システムを提供する。一局面
では、低圧ポンプは、ハウジングの内部またはハウジングの外側にあってもよい。貯蔵器
は、エンジンが使用する液体燃料を入れるための空洞を有し、高圧ポンプは、燃料を空洞
から取り出して燃料をエンジンに送り込み、低圧および高圧ポンプは、燃料が空洞内にあ
るときに燃料と熱連通するように配置される。中空の管は、複数のループを有するコイル
状に構成され、コイルは、ハウジングの内部に収まるように寸法が決められ、管は、それ
ぞれの冷却剤供給・排出部材に接続するための、ハウジングを通って延びる第１および第
２の端部を有する。分離フロート弁は、空洞内の燃料が予め定められた水位を下回ると蒸
気を蒸気分離器から逃がす。圧力逃がし弁は、空洞内で予め定められた圧力に達すると開
いて燃料蒸気を空洞から逃がす。
【００１３】
　本発明のさらに別の実施例では、内燃エンジンの燃料ポンプアセンブリのための蒸気分
離器であって、エンジンが使用する燃料を入れるための空洞を有する貯蔵器と、燃料を貯
蔵器に提供する低圧ポンプとを含み、低圧ポンプは、蒸気分離器の本体の少なくとも一部
として一体的に形成される、蒸気分離器を提供する。一局面では、高圧ポンプは、燃料を
空洞から取り出して燃料をエンジンに送り込み、燃料が空洞内にあるときに燃料と熱連通
するように貯蔵器の空洞内に配置される。中空の管は、複数のループを有するコイル状に
構成され、コイルは、本体の内部に収まるように寸法が決められ、管は、それぞれの冷却
剤供給・排出部材に接続するための、本体を通って延びる第１および第２の端部を有する
。低圧ポンプは、貯蔵器の外側の位置または貯蔵器の内部の位置に配置されてもよい。
【００１４】
　本発明の他の利点は、添付の図面と共に考慮すると以下の詳細な説明を参照することに
よってよりよく理解されるので、容易に認識される。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】先行技術に係るバイパスラインを有する船舶用蒸気分離器の概略図である。
【図２】先行技術に係る船舶用推進システムのための燃料システムの概略図である。
【図３】低圧ポンプが蒸気分離器と一体的に形成された本発明に係る概略図である。



(6) JP 2013-516576 A 2013.5.13

10

20

30

40

50

【発明を実施するための形態】
【００１６】
　好ましい実施例の詳細な説明
　それぞれの図を通じて同様の数字が同様のまたは対応する部分を示す図面を参照して、
船舶用内燃エンジンのための燃料供給システムが図３に概略的に示されている。
【００１７】
　図３は、液体燃料の供給を受けて、実質的に蒸気を含まない液体燃料の供給を燃料ポン
プ５４に提供するように適合された、ポリマー材料からなる本体５２を有する燃料蒸気分
離器５０を示す。燃料ポンプ５４は好ましくは、燃料蒸気分離器５０によって担持され、
本体５２内の液体燃料の供給と連通する注入口と、加圧燃料を排出してエンジンに送る排
出口５６とを有する電気モータ駆動の燃料ポンプであってもよい。燃料は、低圧揚力ポン
プ６０を用いてタンクから蒸気分離器５０の貯蔵器に送り込まれる。低圧揚力ポンプ６０
は、蒸気分離器５０と一体的に形成されている。すなわち、低圧揚力ポンプの少なくとも
一部が、同じ材料で形成され、蒸気分離器本体５０と一体になっている。これにより、漏
れ経路が少なくなり、組立に関連するコストの削減に役立つ。低圧ポンプは、図３に示さ
れるように蒸気分離器５０の外側にあってもよく、または、当該技術分野において周知で
あるように蒸気分離器の内部にあってもよい（図示せず）。たとえば、低圧ポンプおよび
蒸気分離器は、単一の連続的なユニットを作製するように同一の材料で形成されてもよい
。好ましい実施例では、低圧ポンプ６０はパルスタイプのポンプである。パルス燃料ポン
プは、一般に、４本の管を接続させている。１本の管が燃料タンクに接続している。２本
の管がエンジンのクランク室に接続しており、１本の管が燃料蒸気分離器の注入口に接続
している。エンジンが回転すると、エンジンに接続している管が、各回転におけるあるパ
ルスの圧力で燃料を送る。隔壁がその圧力で振動する。ポンプの上部には、１対の一方向
弁によって切離された２つのチャンバがある。これらの弁は、通過した燃料が戻ってこな
いようにする。あるパルスにおいて燃料は一方のチャンバから他方のチャンバに流れ、次
のパルスにおいて燃料はエンジンに移動する。
【００１８】
　より詳細には、燃料は、一般に５０で示される蒸気分離器に燃料を入れるパルスポンプ
などの低圧タイプの揚力ポンプ６０によって、タンク（図示せず）から送られる。このよ
うに、蒸気分離器５０は、直接分配システムによって燃料タンクから液体燃料を受ける。
蒸気分離器５０の主な目的は、燃料から放出された蒸気を集めて排出することである。こ
の実施例では、低圧ポンプ６０は、蒸気分離器５０の少なくとも一部として一体的に形成
されており、より多くの液体燃料を蒸気分離器５０の貯蔵器に継続的に追加する。蒸気穴
５８により、蒸気を抜き取ることができる。蒸気穴５８は、蒸気分離器５０の貯蔵器内の
液体燃料の水位に応答する、好ましくは分離されたフロート弁６４によって制御される。
液体燃料が蒸気穴５８を通って逃げる恐れがある度に、フロート弁が自動的に閉まる。そ
のような恐れのないすべての条件においては、燃料蒸気を排出するように蒸気穴５８は開
いたままである。
【００１９】
　高圧ポンプ５４は、蒸気分離器５０の貯蔵器領域から液体燃料を引き抜くための燃料注
入口を有する。高圧ポンプ５４はまた、圧力下で燃料をエンジン噴射システムに送るため
の燃料排出口５６を有する。エンジン噴射システムは、船舶用エンジン（図示せず）のた
めの燃料を蒸発させるのに適した如何なるタイプのシステムであってもよい。典型的な例
では、エンジン噴射システムは複数の噴射器を含む。
【００２０】
　高圧ポンプ５４は、エンジンが動作する度に連続的に動くように設計されている。ポン
プ５４はまた、エンジン「全開」条件で最大の燃料送出および圧力を提供するような定格
にされている。しかしながら、エンジンは常に全開条件で動くわけではないので、ポンプ
５４は他の（非「全開」）条件中に必要以上の燃料を送ろうとすることになる。
【００２１】
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　燃料送出ラインおよび関連の備品ならびにエンジン噴射システム内の過剰な圧力蓄積を
軽減するために、バイパスまたは戻りラインが燃料送出ラインと蒸気分離器５０との間に
延びていてもよい（図示せず）。バイパスまたは戻りラインは、燃料がエンジン噴射シス
テムに到達する前に余分な燃料を蒸気分離器５０に戻し、それによって、エンジン噴射シ
ステム内で未使用の燃料を再循環させる必要性をなくす。
【００２２】
　動作時、まず低圧ポンプ６０を用いて液体燃料を燃料タンク（図示せず）から蒸気分離
器５０に移動させることによって、燃料がエンジンに供給される。低圧ポンプに到達する
前に、水が燃料から分離される。蒸気分離器５０では、燃料から放出された蒸気が集めら
れて、大気または他の好適な収集システムに逃がされるかまたは抜き取られる。蒸気穴５
８を通る液体燃料の逃げを防ぐために、蒸気分離器５０内の液体燃料の水位が予め定めら
れた高さに達したことに応答して、フロート弁が自動的に蒸気抜き取りを中断させる。
【００２３】
　高圧ポンプ５４は、液体燃料を蒸気分離器５０から引き抜いて、燃料送出ライン（燃料
排出口５６）によって圧力下で液体燃料をエンジン噴射システムに送る。しかしながら、
エンジン噴射システムが効率的なエンジン動作に必要な燃料以上の燃料を供給されている
かどうかを判断するために、高圧ポンプ５４とエンジン噴射システムとの間の燃料圧力が
監視される。必要以上の燃料が高圧ポンプ５４によって供給されている場合には、バイパ
スまたは戻りラインによって余分な不要な燃料が自動的に蒸気分離器５０に戻されてもよ
い。このようにして、エンジン需要を超える燃料は、エンジン噴射システムに到達する前
に蒸気分離器５０に戻される。
【００２４】
　さらに、曲げられて多数の円形ループを有するコイル状に構成された中空の円筒形管６
２が、蒸気分離器アセンブリ５０の本体５２内に位置決めされている。取入れ端部が冷却
液の供給源（図示せず）に接続されており、この冷却液の供給源は、船舶用エンジンの場
合、一般に、冷却目的でエンジンが動作している湖水または海水環境からエンジンに水を
送り込むポンプである。冷却水は一般に、エンジンの燃焼室および蒸気分離器アセンブリ
５０を冷却するために用いられる。湖水もしくは海水または他の冷却液は、管コイル６２
を通して第１の端部から第２の排出口端部に送り込まれ、それによって、蒸気分離器アセ
ンブリ２０の本体５２の内部から熱が除去される。
【００２５】
　例示的な態様で本発明を説明しており、使用した用語は限定の性質を持つのではなく、
説明語の性質を持つよう意図されていることを理解すべきである。
【００２６】
　明らかに、上記の教示に照らして本発明の多くの変形例および修正例が可能である。し
たがって、先行技術であるものが特徴付けられる新規性に先行し、参照番号は単に便宜上
のものであり、如何なる態様でも限定的なものとして解釈されるべきではない添付の特許
請求の範囲内にある限り、本発明は具体的に記載した態様とは異なる態様で実施されても
よいことを理解すべきである。
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